


白山文化研究会
平成22年度総会・第４回例会

テーマ ： 都の周辺にひろまった白山信仰を考える

日時 平成23年３月27日(日)

【総会】 午後１時30分～ ※入会ご希望の方もどうぞ(会については下段をご覧下さい)

【講演】 午後２時00分～ ※どなたでも聴講できます

テーマ 「白山憧憬－宇治白川金色院一」

浜中 邦弘 氏 (同志社大学歴史資料館講師)

場所 勝山市教育会館３階第１研修室(勝山市元町1丁目5番6号)

★白山文化研究会とは…

平成17年３月13日にできた民間の研究会です。会では、歴史・考古・民俗・美術工芸などの

白山文化全般にわたる研究課題について、会員相互の研究発表や情報交換などを行っ

ています。年間３～４回の例会(講演会・研究発表会・見学会など)があり、会員の方には直

接例会などの案内が届きます。会費は年間500円です。ご入会お待ちしております。

問い合わせ先：白山文化研究会事務局 勝山市教育委員会 史蹟整備課気付

TEL:0779-88-8113 宝珍、松村英之

■京都府宇治市にある白川金色院は、藤原頼通の娘で後冷泉天皇の皇后・四条宮寛子によっ

て、康和４年（1102）に創建されたと伝えられています。平安時代後期から室町時代にかけて、

「白川十六坊」といわれる僧坊が建ち並んでいました。

■白川金色院の発掘調査では、平安期の仏堂・経塚、室町期の僧坊・庭園などが検出されてい

ます。また、金色院の中心にある白山神社は、鎮守社として勧請されたもので、拝殿は建治３年

(1277)に建立されたものです(国重要文化財指定)。

■今回の例会では、近畿地方の古代・中世寺院（仏堂・僧坊・経塚）の調査などから、都周辺へ

の白山信仰のひろがりについてせまりたいと思います。

表：白川金色院の経塚関連遺構(白山神社背後の山中)より出土した白銅製秋草牒鳥鏡

(『白川金色院発掘調査報告書』2003宇治市教育委員会より転載)


